


















































2011 ﾘ｝ 女 合計
自分の成績を考えて 1６ 2５ ４１
他大学との併願の状況（入試結
果）から 1７ 2９ 4６
理念や校風に魅力がある ３ ７ 1０
教授や講師に魅力的な人がいる ０ ５ ５
卒業後の進路（資格取得・職種）
から ４ ３ ７
立地条件がよい ４ ６ 1０
大学の学習環境（施設やカリキュ
ラム）が充実している 1 ８ ９
クラブやサークル活動が活発で
ある ２ 1 ３
卒業生や在学生に知り合いがいる ３ ７ １０












１１男 12男 11女 12女
55.2％ 38.3％ 53.2％ 57.1％
58.6％ 48.9％ 61.7％ 42.9％
10.3％ 8.5％ 14.9％ 7.1％
0.0％ 0.0％ １０．６％ 7.1％
13.8％ 12.8％ 6.4％ 7.1％
13.8％ 10.6％ 12.8％ 25.0％
％ ％ 17.0％ 3.6％
6.9％ 2.1％ 2.196 ％
１０．３％ ％ 14.9％ 17.9％






























2011 男 女 合計
大学案内パンフレット ７ 1９ 2６
大学ホームベージ ９ １７ 2６
オープンキャンパス ７ 1２ １９
進学情報サイト ２ １２ 1４
進学情報誌（含む受験雑誌） ７ ５ 1２
高校の進路指導 1０ ８ 1８









2011 男 女 合計
日本の文化に興味や関心がある １５ 2９ 4４
日本の近現代文学に興味や関心
がある 1３ 2０ 3３
日本の古典文学に興味や関心が
ある ５ 1５ 2０
国語という教科そのものが好き
である 1４ 2５ 3９
自分の目指す進路や職業と関係
が深い ８ 1０ 1８
理科系は苦手だから ４ ８ 1２
特に明確な将来の構想はなく、
なんとなく決めた ４ ０ ４










11男 12男 １１女 12女
51.7％ 34.0％ 61.7％ 46.4％
44.8％ 34.0％ 42.6％ 32.1％
17.2％ 10.6％ 3Ｌ9％ 2Ｌ4％
48.3％ 42.6％ 53.2％ 50.0％
27.6％ 46.8％ 21.3％ 32.1％
13.8ﾘ６ 44.7％ 17.0％ 21.4％
13.8％ 4.3％ 0.0％ 7.196


































2011 男 女 合計
友人や先輩、後輩、先生などと
の交流 1６ 3４ 5０
大学での学習や研究 1６ 2６ 4２
資格の習得など将来への準備 1６ 3１ 4７
クラブやサークル活動 ９ 1６ 2５
ボランティア活動 ０ ０ ０
旅行や趣味、アルバイト 1０ ８ １８





















































2011 男 女 合計
大学の 業についていけるか 1２ 3１ 4３
仲のよい友人ができるか １７ 2６ 4３




1つ 1０ 1３ 2３
就職ができるのか 1９ 2９ 4８
大学生活を送るにあたって金銭
的な問題を解決できるか ８ ６ 1４
その他 ０ ０ ０
実家 東京 神奈ｌｌｌ 埼玉 千葉 茨城 群馬 栃木 長野 福島 山形 新潟 広島 鳥取
男 １１ ４ ３ ６ ４ ０ ０ ０ ０ ０ ０ ０ １
女 １２ ＦＤ ６ ５ ６ ４ １ ２ 1 1 ３ １ ０
下宿 東京 神奈111 埼玉 千葉
男 ４ ０ １ ０






































実家 東京 神奈)'１ 埼玉 千葉 茨城 群馬 栃木 長野 福島 山形 新潟 福岡 三重 山梨 中国
男 1８ ７ ９ ４ １ ０ 1 1 ０ １ ０ １ １ ０ ０
女 1５ ３ ３ ０ ０ ０ ０ １ ０ ０ ２ １ ０ １ １
｢宿 東京 神奈１１’ 埼玉 千葉
男 ４ １ ０ １


























































































































































































































Ｂ ３ 男 女
満足 ５ ６
やや満足 １１ 2０
普通 ８ 1８
やや不満足 ３ ３
不満足 ０ ０
次生の春にも催行している。いずれも上級生が行事の手伝いに入っており、学年
を越えた交流も深められている。他には専攻の伝統として続けられている秋の国
文学会大会、冬の歌舞伎鑑賞などの行事もある。こうした機会を通じて、専攻内
部の縦横の風通しを良くし、有益な情報を交換したり、共有したりということが
より盛んになることを期待している。大学の設備面の問題から、学年を問わず、
専攻として集まる場のないのは残念なことである。法人の言う「愛校心の醸成」
のために最も重要なことは、人と人の繋がりであろう。専攻としてはこうした行
事をその機会として考えたい。
受験生に主体的に選ばれる専攻となるために、ＦＤの取り組みとしてさらなる
課題や問題点を洗い出しに努め、それを克服する術をこれからも考える必要があ
る。広くご意見ご批正など賜りたく思う。
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